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要 旨：本研究では，大学生を対象として，視空間ワーキングメモリと算数能力の関連

性と，両者が算数に対する好感度に及ぼす影響について検討することを目的とした．視空

間ワーキングメモリを評価するマトリクス課題(静的条件と動的条件)の遂行成績と，筆記

テストによる算数課題(計算条件と文章題条件)の遂行成績との相関分析を行った．その結

果，両者に有意な相関関係が認められ，視空間ワーキングメモリの容量が算数問題の遂行

過程に関与していることが示唆された．さらに，算数に対する意識調査を行い，視空間ワー

キングメモリと算数能力が，算数に対する意欲・好感度に与える影響について検討した．

その結果，視空間ワーキングメモリの好感度へ影響は認められたが，算数課題では認めら

れなかった．算数の成績そのものよりも，算数遂行の基盤となる認知過程が好感度に寄与

していることが示唆された． 
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● 

Ⅰ．はじめに 

 
学齢期の子どもの学業成績を規定する要因

として最も代表的なものは知能である．20 世紀

初頭より，知能を測定する検査の開発が進み，

その指標は IQ として社会に定着している．そ

して，IQ の値が高い子どもほど学校での成績

も優秀である，IQの値は学業成績を予測する，

とみなされてきた．しかしながら， IQ が反映

する総体的知能の発達に遅れはないが学習に

困難を示す学習障害の存在が注目されるよう

になり，学業成績に関連する要因として，IQ
で は な く ， ワ ー キ ン グ メ モ リ (Working 
Memory)を重要視する研究が蓄積されつつあ

る (Alloway & Alloway, 20102); Alloway, 
Gathercole, Kirkwood, & Elliott, 20094); 
Gathercole & Pickering, 200017); Gathercole, 
Alloway, Willis, & Adams, 200616); Gathercole, 
Pickering, Knight, & Stegmann, 200418); 
Jarvis & Gathercole, 200323)) ． Alloway 
(2011)1)は，「ワーキングメモリは，学業上の達

成を最も正確に予測し，IQ よりもずっと重要

である．・・・IQ の高低にかかわりなく，ワー

キングメモリが，国語から算数，歴史，芸術に

いたる幅広い学習での達成を予測」(p.19)する

と指摘している． 
ワーキングメモリとは，言語理解や学習，推

論など複雑な認知課題を遂行するために，課題

関連情報を一時的に保持し操作する能動的な

情報処理システムである (Baddeley, 1986, 
1992, 2007)8, 9, 10)．初期のモデルより，音韻的

情報を保持する音韻ループ(phonological loop)
と視空間的情報を保持する視空間スケッチパ

ド(visuospatial sketch pad)の２つの従属シス

テムと，これらの働きを調整するとともに注意

の焦点化や切りかえ等を制御する中央実行系

(central executive)が一貫して措定されてきた．

これらの組合せにより，言葉を学んだり文章を

読解するために必要な能力を言語性ワーキン

グメモリ，物体の系列やパターンを覚えたり数

学を学ぶことに必要な能力を視空間ワーキン

グメモリと呼ばれている．ワーキングメモリ理

論は，通常の教育から発達性ディスレクシアな

ど特異的な学習困難まで幅広く適用されてお

り(Alloway & Gathercole, 20063); Pickering, 
200632))，算数・数学の学習ならびに学習困難

に関する研究においても関心を集めている

(e.g., Geary, 2006)19)． 
ワーキングメモリと算数能力(計算能力や数

学的認知処理を含む)の関連性において，その因

果性については争点として残るものの，算数課
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題を遂行するうえでワーキングメモリが重要

な役割を担っていることを示唆する研究が蓄

積されている (e.g., Bull & Epsy, 200611); 
Raghubar, Barnes, & Hecht, 201034))．特に最

近の研究において，子どもの算数能力の発達に

おける視空間ワーキングメモリの役割が注目

されている．就学前あるいは小学校低学年の定

型発達児を対象とした研究では，視空間ワーキ

ングメモリと算数能力の間に有意な関連性が

あることが示されている(De Smedt, Janssen, 
Bouwens, Verschaffel, Boets, & Ghesquière, 
200914); Kyttälä, Aunio, Lehto, Van Luit, & 
Hautamäki, 200326); McKenzie, Bull, & Gray, 
200329); Holmes & Adams, 200621); Holmes, 
Adams, & Hamilton, 200822); Meyer, 
Salimpoor, Wu, Geary, & Menon, 200931); 
Rasmussen & Bisanz, 200535))．青年を対象と

した研究においても，両者の関連性を支持する

報告がなされている(Kyttälä & Lehto, 200827); 
Reuhkala, 200136))．また，算数学習困難のあ

る子どもを対象とした研究では，定型発達の子

どもと比較して，算数困難児で視空間ワーキン

グメモリ課題の遂行成績が低いことが示され

ている(Ashkenazi, Rosenberg-Lee, Metcalfe, 
Swigart, & Menon, 20137);  Kyttälä, 200825); 
Mammarella, Lucangeli, & Cornoldi, 201028); 
McLean & Hitch, 199930); van der Sluis, van 
der Leij, & de Jong, 200539))． 
以上の先行研究において，視空間ワーキング

メモリを測定する指標として使用されている

課題の一つとして，マトリクス課題(Pickering, 
Gathercole, Hall, & Lloyd, 200133))がある．マ

トリクス課題には，マトリクス模様全体が同時

に呈示される静的条件と，模様が継次的に呈示

される動的条件がある．両条件で課題を実施し

た研究では，静的条件において指標としての有

意性を認めた報告(Kyttälä et al., 2003)26)と，

逆に動的条件で有意性を認めた報告(McLean 
& Hitch, 199930); van der Sluis et al., 200539))
があり，一貫性のある知見には至っていない．

本研究では，視空間ワーキングメモリ課題とし

てマトリクス課題を採用し，視空間ワーキング

メモリと算数能力の関連性について検討する

ことを目的とした．マトリクス課題では，静的

条件と動的条件の両方を実施し，いずれの条件

が算数能力との関連性を有するかを検証する

ことにした． 
第二の目的として，視空間ワーキングメモリ

と算数に対する好感度（逆にいえば苦手意識）

の関連性について検討した．ワーキングメモリ

と算数能力の関連性や，算数能力と算数への苦

手意識（その最たるものとして「算数不安 
math anxiety」）の関連性については，それぞ

れ多くの研究があるが，３者の関連性について

言及した研究は極めて少ない(e.g., Ashcraft & 
Krause, 20076); Trezise & Reeve, 201438))．本

研究では，北村・森田・松田(2002)24)の質問紙

調査を参考にして，算数に関する理解度，肯定

的算数観，意欲・好感度に関する算数意識調査

を作成し，視空間ワーキングメモリと算数能力

が算数に対する好感度に及ぼす影響について

検討することを目的とした． 
 
● 

Ⅱ．方法 

 
１．参加者 

国立大学に在籍する大学生40名が参加した．

検査実施に先立ち，すべての参加者に対して，

文書と口頭で研究の目的と内容について説明

し，署名による同意を得た．参加者全員，本研

究における課題遂行に問題のない視力(矯正視

力を含む)であった． 
 
２．課題 

（１） 視空間ワーキングメモリ課題 
視空間ワーキングメモリの容量を測定する

課題として，マトリクス課題(Pickering et al., 
200133); van der Sluis et al., 200539))を採用し

た．呈示図版であるマトリクスは，黒でぬりつ

ぶされたマスと白抜きのマス目で構成された．

本研究では，マトリクスの白黒パターンが同時

に示された後，黒マスの位置を回答する静的条

件と，マトリクスの黒マスが時系列をもって出

現消失した後，その位置と順序を回答する動的

条件の 2条件を設定した．課題の概要について，

Fig. 1 に示す． 
i)静的条件 
静的条件については，Della Sara et al. 

(1999)13)の Visual Patterns test とほぼ同様の

課題内容および手続きとし，PC により制御し

た．呈示された刺激図版における黒マス数は，

全体のマス数の半分とした．１試行における刺

激図版の呈示時間は，2 秒間とした．刺激図版

消失後に，刺激図版と同じマトリクス模様で黒

ぬりされていない回答図版が呈示された．回答

図版の各マスは，マウスクリックにより黒マス

になるよう設定された．参加者の回答時間につ
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いては，特に時間的制限を設けなかった．検査

者は，参加者による回答完了の合図を待ち，合

図を受けてから次の試行を開始した．マウスク

リックでマス目を誤った場合には，ディスプレ

イ画面の左下に設定されたリセットボタンを

クリックして，再度白紙の状態から始められる

ようにした．本試行は，８マスから開始された．

同じマス数の異なるパターンで３試行おこな

い，２試行以上正答した場合，マス数が２つ増

加した刺激図版に移行した．同じマス数の試行

で正答が１試行以下になったところで課題を

終了した．最大 26 マスの刺激図版まで準備した． 
ⅱ)動的条件 
 動的条件では，静的条件と同様のマトリクス

模様を使用した．各マトリクスの半数が黒マス

となるが，静的条件と異なり，まず全て空白の

マトリクス枠が呈示され，黒マスは１マスずつ

系列的に出現するように設定された．各黒マス

の呈示時間は 0.5 秒，呈示間隔(ISI)は 0.5 秒と

した．参加者に対して，黒マスの位置と順序を

記憶するよう教示した．回答方法は，マウスを

用いて回答用マトリクス図版のマス目を呈示

順序と同じ順でクリックすることとした．ク

リックに対するマトリクス図版マス目の反応

および回答のリセット方法については，静的条

件と同様とした．練習を 1 試行おこない，課題

理解を確認した．本試行は，6 マスから開始し，

課題終了要件は静的条件と同様とした．最大マ

ス数として，20 マスの刺激図版を用意した． 

（２）算数課題 
算数能力を測定する課題として，文部科学省

による全国学力・学習状況調査ならびに国際教

育到達度評価学会による国際数学・理科教育動

向調査(Trends in International Mathematics 
and Science Study: TIMSS)の問題を参考にし

て，計算問題 16 問と文章題 16 問の筆記テスト

を作成した．出題した領域は，新学習指導要領

小学校算数科の「数と計算」「量と測定」「数量

関係」，中学校数学科の「数と式」とした．計

算問題と文章題は，それぞれ独立した冊子（A4
版）とし，各 10 分間を解答時間とした． 
（３）算数意識調査 
 算数意識調査は，北村ら(2002)24)を参考にし

て，質問項目を作成した．小学生を対象とした

北村ら(2002) 24)の質問紙は，「算数の意欲・好

感度に関する要因」と「理解度因子」「肯定的

算数観」「教師援助」「競争的算数観」の４因子

に該当する質問項目よりなるが，大学生を対象

とした本研究では，「教師援助」「競争的算数観」

に関する質問項目は除外した．質問項目は 11
項目からなり(Table 1)，算数・数学の意欲や好

感度に関する項目(以下，好感度)，理解度に関

する項目(以下，理解度)，肯定的な算数・数学

観(以下，数学観)に関する項目とした．各項目

に対して，「はい」「どちらかといえばはい」「ど

ちらかといえばいいえ」「いいえ」の 4 件法に

よる選択回答とした． 
 

・ 算数・数学の勉強が好きである
・ 算数・数学の問題を考えるのは面白い
・ 算数・数学がある日に学校を休みたいと

思ったことがある（R）
・ 算数・数学の勉強を自分でどんどん先まで

やっていた

・ 算数・数学のテストで良い点をとることが多
かった

・ 計算間違いをすることがよくある（R）
・ 授業でわからないことがあってもそのまま

にしていることが多かった（R）
・ 算数・数学には今まで勉強した中でわから

ないことがたくさんある（R）

・ 算数・数学の問題を考えることは大切だと
思う

・ 一生懸命勉強すればだれでも算数・数学
ができるようになると思う

・ 算数・数学は生活の中で役に立つと思う

註：（Ｒ）は反転項目

質問項目

意欲・好感度

理解度

数学観

Table 1 算数意識調査における質問項目 

Fig.1 視空間ワーキングメモリ課題における静的条件と

動的条件の手続き 
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３．装置 

視空間ワーキングメモリ課題は，Microsoft 
Windows が稼働する PC で制御された液晶

ディスプレイ上で行われた．刺激図版の作成及

び呈示には，Microsoft PowerPoint 2010 を使

用した． 
 

４．手順 

検査は，大学の静穏な実験室で個別に行われ

た．算数意識調査，視空間ワーキングメモリ課

題，算数課題の順に実施した．全体の実施時間

は，おおよそ 30 分間であった． 
算数意識調査については，参加者は，配布さ

れた質問紙の質問項目について，自分のペース

で回答することにした． 
視空間ワーキングメモリ課題については，ま

ず静的条件を実施し，ついで動的条件に移行し

た．参加者の回答については，検査者の目視に

より確認し，事前に準備した記録用紙にチェッ

クをして記録した．なお，検査者の見誤りや見

落としによる誤評価を回避するため，参加者の

課題遂行状況をビデオカメラに記録した． 
算数課題では，開始前に，「解答は，問題下

部にある枠内に記入すること」，「空いたスペー

スは，計算に使ってもよいこと」，「携帯電話や

時計等の電卓機能は，使用不可であること」，

「計算問題と文章題を各 10 分間で行い，合図

があったらできたところまでで手を止め，文章

題へ移ること」，「問題自体に関する質問は，基

本的に受け付けないこと」を参加者に教示した．

計算問題が時間内に終了した場合は，検査者が

参加者の意思を確認し，文章題に移行すること

にした．文章題を開始して 10 分間が経過した

時点で，タイマーの合図により遂行を終了する

ことにした．文章題においても時間内に解答終

了した場合は，参加者の意思を確認したうえで，

全検査を終了した． 
 

５．分析 

（１）視空間ワーキングメモリ課題 

静的条件においては，すべての配置を正しく

回答することができたパターンに対して1点を

付与した．最高得点は 30 点とした．動的条件

においては，配置と順序をすべて正しく回答で

きたパターンに 1 点を付与し，最高得点を 24
点とした． 
（２）算数課題 
各設問に対して正解の場合に 1 点を与え，計

算問題と文章題それぞれで合計点を算出した．

計算問題と文章題ともに 16 点満点とした． 
（３）算数意識調査 
「はい」を 4 点，「どちらかといえばはい」

を 3 点，「どちらかといえばいいえ」を 2 点，「い

いえ」を 1 点とし，4 段階で点数化した．ただ

し，反転項目については，点数を反転して集計

した． 
 

● 

Ⅲ．結果 

 

視空間ワーキングメモリ課題，算数課題，算

数意識調査における各指標の平均得点と標準

偏差を Table 2 に示す．  
 

１．視空間ワーキングメモリ課題と算数課題との関連 

視空間ワーキングメモリ課題（各条件の得点

と両者の合計点）と算数課題（各条件の正答数

と両者の合計正答数）について，Pearson の積

率相関係数を算出した．結果を Table 3 に示す．

視空間ワーキングメモリ課題と算数課題の全て

の組み合わせで有意な相関が認められた．動的

条件よりも静的条件のほうが，算数課題のいず

れの指標においても，高い相関を示した．なお，

視空間ワーキングメモリ課題における２つの条件

間の相関係数は r =.636，算数課題における２つの

条件間では r =.625 であり，いずれも有意であっ

た（ps < .01）． 

計算条件 文章題条件 合計

静的条件 .499** .451** .519**

動的条件 .354* .367* .399*

合計 .495** .463** .524**

視空間ワーキング
メモリ課題

算数課題

**p < .01,  * p < .05

Table 3 視空間ワーキングメモリ課題と 

算数課題の相関 

 静的条件  動的条件   合計 計算条件 文章題条件   合計  好感度  理解度  算数観

平均 17.7 11.9 29.6 13.2 9.9 23.1 10.2 9.0 8.7

標準偏差 5.1 2.2 6.7 2.2 3.4 5.0 2.8 2.1 1.7

視空間ワーキングメモリ課題 算数課題 算数意識

Table 2 視空間ワーキングメモリ課題，算数課題，算数意識それぞれの平均得点と標準偏差 
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 両課題とも，それぞれの条件間で比較的強い

相関が認められたことから，両条件を合わせた

合計点による分析を行うことにした．Fig. 2 は，

視空間ワーキングメモリ課題と算数課題のそ

れぞれの合計点による散布図であり，分布には

正の相関関係が認められた．Table 3 に示した

ように，両課題の合計点間の相関係数が最も高

かった． 
 
２．視空間ワーキングメモリ課題，算数課題と 

算数意識調査の関連 

算数意識調査では，好感度，理解度，算数観

のそれぞれで得点を算出した．結果は，Table 2
のとおりである．3 者間における Pearson の積

率相関係数では，好感度と理解度(r =.548)，好

感度と算数観(r =.559)で有意な正の相関を認

めたが(ps < .05)，理解度と算数観の相関は弱く

有意ではなかった(r =.019)．以上より，理解度

と算数観は，それぞれ独立して好感度と関連し

ていることが示唆された． 
北村ら(2002) 24)は，理解度と算数観を独立変

数(説明変数)，好感度を従属変数(基準変数)とし

て重回帰分析を行い，両独立変数が好感度に影

響を与えていることを明らかにした．本研究で

は，理解度と算数観に加えて視空間ワーキング

メモリ課題と算数課題の成績を独立変数とし，

それらが好感度に及ぼす影響について検討す

る重回帰分析を行った．結果を Fig. 3 に示す．

決定係数 R2 値は 0.655 で，寄与の程度は比較

的強かった．理解度，算数観，視空間ワーキン

グメモリで標準偏回帰係数が有意であった．一

方，算数課題が好感度に及ぼす影響はほとんど

なかった． 
 

● 

Ⅳ．考察 

 
本研究では，大学生を対象として，視空間

ワーキングメモリと算数能力の関連性につい

て検討することを目的とした．視空間ワーキン

グメモリを評価するマトリクス課題（静的条件

と動的条件）の遂行成績と，筆記テストによる

算数課題（計算条件と文章題条件）の遂行成績

との相関分析を行った．その結果，両者に有意

な相関関係を認められ，視空間ワーキングメモ

リの容量が算数問題の遂行プロセスに関与し

ていることが示唆された．さらに，算数に対す

る意識調査を行い，視空間ワーキングメモリと

算数能力が，算数に対する意欲・好感度に与え

る影響について検討した．その結果，視空間

ワーキングメモリについては好感度を予測す

るものであったが，算数課題の影響は認められ

なかった． 
 

１．視空間ワーキングメモリと算数能力 

視空間ワーキングメモリと算数能力の関連

性については，就学前児や小学生あるいは青年

を対象とした先行研究 (De Smedt et al., 
200914); Kyttälä et al., 200326); Kyttälä & 
Lehto, 200827); McKenzie et al., 200329); 
Holmes & Adams, 200621); Holmes, et al., 
200822); Meyer et al., 200931); Rasmussen & 
Bisanz, 200535); Reuhkala, 200136))において

支持されているが，本研究では成人において支

持する結果が得られた．本研究の結果は，視空

間ワーキングメモリと算数能力の関連性の強

さを確認するとともに，この関連性が特定の年

齢段階で認められるような年齢特異的なもの
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Fig.2 視空間ワーキングメモリ課題（合計点）と 

算数課題（合計点）の散布図 

Fig.3 好感度を従属変数とした重回帰分析に基づく 

決定係数と標準偏回帰係数（β） 
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ではなく全般的なものである可能性を示唆し

ている．先行研究では，対象群の年齢や学年に

より関連性が確認されない場合もあるが(e.g., 
Bull, Johnston, & Roy, 199912); De Smedt et 
al., 200914); McKenzie et al., 200329); Meyer et 
al., 200931); Rasmussen & Bisanz, 200535); 
Swanson, 200637))，年齢や学年における特異性

を確定するような一貫性のある知見には至っ

ていない．現時点では，発達全般的に，視空間

ワーキングメモリが算数能力に関与している

と推定することの妥当性は高いと考えられる

(e.g., Bull et al., 200611); Raghubar et al. 
201034))．知見の不一致の原因としては，視空

間ワーキングメモリ課題や算数課題が研究に

より異なることが推察される．確実な知見を得

るためには，両者の課題を統制した縦断的研究

が期待されるところである． 
本研究では，視空間ワーキングメモリ課題と

してマトリクス課題を採用し，静的条件と動的

条件を設定した．先行研究では静的条件と動的

条件のいずれかで算数能力との関連を示した

が(Kyttälä et al., 200326); McLean & Hitch, 
199930); van der Sluis et al., 200539))，本研究

では両条件ともに算数課題の計算条件，文章題

条件，その合計点との間で有意な相関が認めら

れた．静的条件と動的条件の成績間に比較的強

い相関が認められたことと，条件単独よりも両

条件の合計得点が最も算数課題と高い相関を

示したことから，両条件を合わせた評価方法が

算数能力を予測する指標として有効であるこ

とが示唆された．なお，条件間で異なる結果を

示した先行研究では，年齢(就学前から小学校段

階の子ども)や属性(定型発達や特異的算数困

難)が異なる群を対象としていることから，それ

ぞれの条件が反映する認知機能には発達的差

異と個人差が影響していると考えられる．

Kyttälä & Lehto (2008)27)は，定型発達の青年

を対象にして3種類の視空間ワーキングメモリ

課題(active 条件, passive simultaneous 条件：

静的条件に該当, passive sequential 条件：動的

条件に該当)を実施し，視空間ワーキングメモリ

の異なる構成要素はそれぞれ異なる数学領域

あるいは算数課題タイプに関与している可能

性を示唆した．両条件に期待される指標として

の価値については，Kyttälä & Lehto (2008)27)

のような研究が発達的差異と個人差に着目し

て実施されることで検証されることが期待さ

れる． 
 

２．視空間ワーキングメモリと算数能力が 

算数に関する好感度に及ぼす影響 

本研究では，視空間ワーキングメモリと算数

能力が，算数に関する意欲・好感度や苦手意識

に及ぼす影響について検討するために，北村ら

(2002)24)の質問紙を参考にして意識調査を実施

した．その結果，北村ら(2002)24)の結果と同様，

算数に関する理解度と肯定的算数観が好感度

に影響を及ぼしていることが明らかになった．

さらに，視空間ワーキングメモリについては，

理解度と肯定的数学観に比べると弱いものの，

好感度に対する影響が認められた．一方，算数

課題の成績は，好感度に影響を及ぼしていな

かった．このことは，少なくとも成人において

は，実際の算数能力が好感度(苦手意識)に寄与

しているのではなく，算数問題の解決過程に関

わる認知的基盤である視空間ワーキングメモ

リが関与していることを示唆するものである．

計算の実行や算数問題の解決の成否そのもの

よりも，問題解決過程での認知的負荷(視空間

ワーキングメモリの効率的な活用あるいはそ

の弱さを代償する認知機能の調整)が算数に対

する好悪に影響を及ぼしていると推察される． 
本研究における算数に対する好感度は，その

低得点が算数不安に直接連結するものではな

い．しかしながら，算数不安に焦点を当てた研

究では，算数不安のある者のワーキングメモリ

は，実際に算数不安が生じた際に剥奪される，

という意見がだされている(Ashcraft & Kirk, 
2001)5)．先述した視空間ワーキングメモリが好

感度(苦手意識)に影響するという推論とは異な

り，苦手意識が視空間ワーキングメモリを制約

するという逆の因果性も想定可能である．ある

いは相互作用的な影響関係があるのかもしれ

ない．算数不安については，算数・数学に対す

る否定的感情を取り扱っており (e.g., 藤井 , 
199415))，一方，好感度は否定的側面から肯定

的側面まで取り扱っている．算数・数学に関す

る好悪の評価尺度をあわせた研究が必要であ

ると考える． 
 

３．視空間ワーキングメモリの評価と教育実践 

本研究では，視空間ワーキングメモリが算数

能力と関連があり，算数に対する好感度に影響

を及ぼすことが示された．視空間ワーキングメ

モリが算数・数学の学習を支える認知的基盤で

あるとすれば，これを正確に評価する方法を開

発することは，子どもの算数学習を支援する際

に役立つアセスメント・ツールを提供すること

－ 34 －



視空間ワーキングメモリ，算数能力と算数好感度の関連性 

になる．本研究で採用したマトリクス課題は，

そのような有効な評価方法の一つになること

が期待される．また，視空間ワーキングメモリ

が算数に対する好感度に影響を及ぼすことか

ら，視空間ワーキングメモリの弱い子どもは，

算数の学習において好感度を落としやすく，苦

手意識を持ちやすいことが推測される．この推

測が正しいとすれば，視空間ワーキングメモリ

に弱さのある算数困難児に対する指導におい

て，算数学習と苦手意識の両側面に配慮した支

援が重要になるといえる．近年，算数の問題解

決におけるワーキングメモリと自己効力感

(self-efficacy)の影響について検討した研究が

報告されている(Hoffman & Schraw, 200920))．
学習に関わる意欲や動機づけ，自己評価とワー

キングメモリの関連性について，さらに研究が

進展することが期待される． 
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